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（期日） 平成３０年１１月２６日 （対象） 広尾町小中学校全教職員 

（説明） 広尾町ＣＳコーディネーター 

1. 制度の趣旨について 

ＣＳは学校・地域・家庭が一体となって、子どもの育成に取り組めるようにするもの。 

① 協議会は学校の支援に関して協議する機関である。 

② 協議会は「承認」、「意見の申し出」、「評価」を通して学校運営に参加する。 

③ 協議会は情報提供を通して、学校運営への支援・協力を促進する。 

【説明】コミュニティ・スクールと広尾っ子応援団・応援メッセージ 
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学校は、毎年、教育課程を編成し、その条件整備として学校経営計画を立て、教育活動を行い

適切な時期に学校評価を行う。 

学校運営協議会の日程・内容は学校のＰＤＣＡに対応して、「教育課程・学校経営方針の承認」

と「学校運営の評価」を行うように設計している。 

2. 学校運営協議会の日程と内容について 

(ア) 第１回学校運営協議会 

第１回目は１月に実施し、

ＣＳの設置の趣旨等につい

て説明し、「地域の目指す子

ども像」をテーマに「熟議」

を行う。 

具体的には「広尾小の子ど

も像」「豊似小の子ども像」

「広尾中の子ども像」であ

る。 

この熟議を受け、校長先生には、次年度の重点教育目標と実現の方策を第 2 回協議会に提出し

ていただくことになる。重点教育目標は教育課程そのものであり、最も基本となる教育課程の要

素になる。 

(イ) 第２回学校運営協議会 

第２回協議会の開催時期

は平成３１年２月～３月で、

議事は「教育課程の承認」で

ある。 

通常、学校では、教育目標

を実現するために、適切な指

導内容を定め授業改善へと

具体化していくが、この段階

は学校全体の一致協力した

取組が必要なところ。 

教育課程の承認を得た上で新学期をスタートするのが理想だが、現在の各学校の暦では、３月

にすべてを協議会に提出することは難しいと思われる。 
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そこで、第２回協議会で示す教

育課程の内容については、校長先

生に検討していただくようお願

いしている。 

いずれにしても、校長先生から

は重点教育目標の他に具体化の

拠り所となるものを示していた

だけると思うので、先生方には方

策を具体化する作業に、一致協力

して取り組んでいただきたい。 

(ウ) 第３回学校運営協議会 

第３回協議会は来年４月～５

月頃になる。議事は「学校経営計

画の承認」であるが、教育課程に

関わる残余の方策があれば示し

てもらうことになる。 

(エ) 第４回学校運営協議会 

第４回の協議会では、継続して

きた熟議をもとに、地域側の取組

を具体的に決定する。 

(オ) 第５回学校運営協議会 

第５回協議会の開催時期は１

月で、議事は「学校運営状況の評

価」である。学校の自己評価結果

を示していただき、「学校関係者

評価」を行う。 

これ以降、毎年、第２回から第

５回の内容を繰り返すことにな

る。 
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3. 地域や家庭の側からの支援（協働） 

(ア) 支援の方向 

校長先生が示す重点教育目標は、来年度からは、地域や家庭にとっても重要な意味をもつ。 

学校運営協議会でも学校と共有した重点教育目標を実現するための地域・家庭の方策を話し合

い、その情報を発信する。 

(イ) 広尾っ子応援団 

 重点教育目標の実現に取

り組む先生方を支援するた

め「広尾っ子応援団」を組

織する。登録要件は３つで

ある。 

１つ目は学校運営協議会

に関する情報の確実な情報

の受け取り手になってもら

うこと。 

２つ目は地域の素材や人材について学校へ情報提供できる方や地域学校協働活動に可能な範囲

で協力できることである。

先生方が教材研究をする中で「地域の情報が欲しい！」と発信したら、「それ知っている！」
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「それ提供できる！」と返っ

てくる関係をつくりたい。 

(ウ) 応援メッセージ 

３つ目は、「応援メッセー

ジ」を年１回以上届けること

である。 

「広尾の子どもたちには、

自分のよさに気付いて自信を

もってほしい。温かい『まな

ざし』をもった大人がこの町

には一杯いることを知って、広尾町を好きになってもらいたい。」という願いを込めている。 

 先生方には届いたメッセージを掲示したり、朝や帰りの会などで子どもたちに伝えたりするな

どの協力をお願いしたい。 

 地域の側でもメッセージの内容を多くの方に見てもらえるようなスペース「放課後読書等ふれ

あい広場」なるものをつくりたい。 

学校・家庭・地域が一体となって広尾町の子どもたちを育てる環境をつくり、先生方、保護者、

地域住民、そして子ども自身が成長の喜びを味わえるようにしたい。 


